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こども食堂とは

○子どもを真ん中に置いた多世代交流の地域の居場所 ○2022年時点で全国に7,363箇所（前年比1,349箇所増）
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こども食堂とは

参加に条件がないーー78.4% 高齢者も参加ーー62.7%

子ども専用ーー4%
生活困窮者限定ーー5%

多世代交流が主たる目的（MA）ーー57.8%



子どもを介してみんながつな
がる地域に

NPO法人かごしまこども食堂支援
センター・たくして提供

もっとも身近なところにある居場所に
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子どもの貧困対策／子育て支援／地域づくり

子どもの貧困対策

・つながりの貧困
・体験の貧困
・予防としての地域づくり

子育て支援

・親がほっとできる
・ママ友ができる
・子育てしやすい地域づくり
・虐待予防

地域づくり

・地域ににぎわいを
・無縁にあらがうつながり
・高齢者等の活躍の場
・誰も取り残さない地域づくり
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指針の方向性 その1 どこもとどこか

より多くの子に
よりたくさんの居場所を

＋

どんな子にも
少なくとも一つの居場所を

家庭も学校も、地域も公園も
友だちの家も駄菓子屋も、
図書館もコンビニも、

児童館も放課後子供教室も、
プレイパークもこども食堂も…

AもBもCも…「どこも」
成育局の夢

家庭や学校がダメなら第三の居場所、
リアルがダメならオンライン、

出られないなら訪問、
どこもなければどこか創る…

AがダメならB…「どこか」
支援局の夢
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指針の方向性 その2 みんながまんなか

みんな（多世代）の中に
こどももいる

こどもの育ちを
みんな（多世代）で応援
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元気な地域が
こどもの育ちを支える

こどもの育ちが
地域の未来を創る
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